














THE AREA OF PEDESTRIAN SPACE AND 
FACILITY LOCATION OF STATION PLAZA  
 
蓮見和紀 
Kazunori HASUMI  




The relations of the pedestrian and the automobile changed with the times in Japan. In the pedestrian space of 
the station plaza, it is thought that changed with the change of the times. This study is intended to grasp the 
tendency of the change of the pedestrian space of the station plaza from pedestrian area and facilities placement. 
As a result. If the maintenance generation is updated, the pedestrian space increases 15%. If an area becomes 
large scale, the pedestrian space increases by 15%. By the maintenance generation, a shape of the sidewalk is 
change. By the area scale, a shape of the sidewalk is change. The pedestrian space of the station plaza with the 
open space is beyond 50% on the average. As above, it was able to grasp a change of the pedestrian space of the 
station plaza from pedestrian area and facilities placement. 

































































































































最も多く 1020 箇所あり，全国の 35％を占めている．次い
で近畿地方の 600 箇所，中部地方の 340 箇所と三大都市圏
の含まれる地域に多く，全国の約 7 割の駅前広場がこれら
3 地域に存在していることがわかる．鉄道乗降客数は，関















































れた．28 年式は当時の既存駅前広場約 30 箇所をサンプル
として回帰分析をし，委員会のメンバーが検討し考えられ
たものである．算定式は標準式に加え，上限式と下限式が
























表 2 駅前広場面積算定式の目的と整理  
年 方式 名称 作成 時代背景 目的
昭和21年(1946)※1 回帰式 戦災復興院式 戦災復興院
戦災復興計画における駅前広場の計画
の混乱を防ぐ
昭和26年(1951) 回帰式 日本国有鉄道式 日本国有鉄道
戦災復興院式に対抗して作成
過大な駅前広場となることを防ぐ
昭和28年(1953) 回帰式 28年式 駅前広場研究委員会 モータリゼーションの進展
計算方式の共通基準を定め,全国的な
混乱を防ぐ



















(箇所) (人/日) (㎡) (㎡/箇所数)
全国 2,932     100% 57,511,345     100% 10,011,146           3,414                  
北海道 118        4% 525,989         0.9% 452,972               3,839                  
東北 250        9% 854,011         1.5% 911,200               3,645                  
関東 1,020     35% 38,670,909     67.2% 3,655,770            3,584                  
北陸 123        4% 395,212         0.7% 463,567               3,769                  
中部 340        12% 3,844,588       6.7% 1,165,135            3,427                  
近畿 600        20% 10,594,410     18.4% 1,817,406            3,029                  
中国 145        5% 883,546         1.5% 551,624               3,804                  
四国 56          2% 165,782         0.3% 198,380               3,543                  
九州 280        10% 1,576,898       2.7% 795,092               2,840                  



















性の点で問題があり，昭和 48 年以降の駅前広場計画は 28










































年が 1938 年から 2004 年までの駅前広場 129 箇所が収録さ
れている．本研究では近年の資料を補うため，2004 年以降
に整備された駅前広場の資料を関連機関等の資料やホー

















再現性の確認のため，斎藤らの研究と同じ箇所 5 箇所に 
図 2 領域面積・歩道幅員の定義 










両領域の 48％よりも下回る結果となった(表 4)． 
図 3 既往研究との再現性の確認 
 








来(2015 年以降)を加え 6 つに区分し，比較を行った(図 4)． 
歩行領域の割合は，1945～60年で 31％であったものが，
2000 年以降には 46％と約 15％増加していることがわかる． 
1945 年～60 年から 1990～2000 年まで，歩行領域の割合
は増加していたが，2000～2014 年と 2015 年以降では変化
がみられなかった． 
c）面積規模別比較 
面積規模は 0～2,000 ㎡，2,000～4,000 ㎡，4,000～6,000
㎡，6,000～8,000 ㎡，8,000～10,000 ㎡，10,000 ㎡以上，こ
の 6 区分とし，比較を行った(図 5)． 
歩行領域は，0～2,000 ㎡が 34％であったが，8,000～
10,000 ㎡以上は 16％大きく，50％であった．面積規模は 0
～2,000㎡から 8,000～10,000㎡まで面積規模が大きくなる
に連れ，歩行領域が増加の傾向にあるが，8,000～10,000











図 6 鉄道乗降客数別領域面積 
図 5 面積規模別領域面積 
図 4 整備年代別領域面積 
乗降客数 面積
(人/日) （㎡）
対象箇所 47,507 5,361 44% 48% 8% 10.7 16.3 4.5
全国 19,615 3,414
基礎データ 領域面積 歩道幅員(参考)(ｍ)


























路の本数，交通処理の方法，その他の施設の 5 つとした． 
（３）施設配置形態の把握 
類似の形状が 3 つ以上あったものを類型化し，以下に示
す(表 5，表 6)．歩道の形状は 23 種類であり，その他の形
として，島型を有する形状(6+11，6+20，6+21，6+23)が存
在した他，まとまった空間を有した駅前広場が 7 種類存在






字型 1)が最も多く 70 箇所であった．次いで 7(複合型 2)が
41 箇所となった．他には 20(広場型 3)が 27 箇所，2(E 型)
が 23 箇所みられた． 
取付け道路の形状は 32 種類であり，その他の形が 37 種
類存在した．箇所数は G(複合型 1)が最も多く 42 箇所，次
いで，F(並行型 1)の 24 箇所，A(直交型 1)の 19 箇所であっ
た． 
歩道形状による平均の面積は，2(E 型)，3(T 型 1)と，4(T
型 2)，9(複合型 3)，18(広場型 1)，20(広場型 2)，21(コの字







た 5 種類を以下に示す(表 7)．1(コの字型 1)は，取付け道
路との組み合わせのパターンが多かった．中でも G(複合
型 1)との組み合わせの形状が最も多かった．2(E 型)は組み 
合わせの数は少なかったが K，F，G の形状の道路と組み
合わせが多いことがわかった．7(複合型 2)と 20(広場型)は，
共に G との組み合わせが最も多かった． 
番号 分類名 箇所数 番号 分類名 箇所数
A 直交型1 19 Q 並行型5 4
B 直交型2 16 R 並行型6 10
C 直交型3 4 S 複合型7（B+M） 1
D 直交型4（A+C） 2 T 複合型8（A+M） 0
E 直交型5（A＋B） 0 U 並行型7 3
F 並行型1 24 V 複合型9（J+N） 9
G 複合型1（A+F） 42 W 複合型10（B+F） 3
H 複合型2（B+F） 5 X 複合型11（U+N） 0
I 複合型3（D+F） 6 Y 複合型12（C+M） 2
J 複合型4（B+Q） 8 Z 複合型13（C+N） 3
K 複合型5（E+F） 10 AA 複合型14（H+N） 8
L 交差点型 9 AB 複合型15（G+N） 2
AC 複合型16（G+P） 7
M 並行型2 4 AD 複合型17（K+N） 1
N 並行型3 6 AE 複合型18（O+Q） 1
O 複合型6（B+T） 7 AF その他 46





図 7 積雪寒冷地別領域面積 
表 5 駅前広場の歩道の形状 
表 6 取付き道路の形状 
番号 分類名 箇所数 平均面積㎡ 番号 分類名 箇所数 平均面積㎡
1 コの字型1 70 3,500 13 複合型5（6＋12） 4 3,215
2 E型 23 9,234 14 二辺型 3 2,717
3 T型1 5 10,462 15 複合型6（6＋14） 3 4,960
4  T型2 1 6,427 16 四辺分離型 12 3,772
5 複合型1（1＋6） 1 12,200 17 複合型7（6＋12） 10 4,794
6  島型1 0 - 18 広場型1 4 15,975
7  複合型2（1＋6） 41 4,599 19 広場型2 6 2,618
8 島型2 0 - 20 広場型3 27 8,057
9  複合型3（1＋8） 3 11,067 21 コの字型2 2 7,120
22 コの字型3 4 3,925
10 複合型4 12 4,077 23 水平分断型 2 3,985
11 　 L型 3 3,171 24 その他 15 7,374































連れて，歩行領域の割合が 31％から 46％と約 15％増加す
ることが確認できた．また面積規模が大きくなるに連れて，
歩行領域の割合が 34％から 50％へと約 15％増加したこと
が確認できた． 
番号 分類名 歩行領域 番号 分類名 歩行領域
1 コの字型1 40% 13 複合型5（6＋12） 31%
2 E型 43% 14 二辺型 22%
3 T型1 38% 15 複合型6（6＋14） 41%
4  T型2 27% 16 四辺分離型 36%
5 複合型1（1＋6） 23% 17 複合型7（6＋12） 34%
6  島型1 - 18 広場型1 53%
7  複合型2（1＋6） 41% 19 広場型2 56%
8 島型2 - 20 広場型3 56%
9  複合型3（1＋8） 40% 21 コの字型2 58%
22 コの字型3 38%
10 複合型4 41% 23 水平分断型 39%
11 　 L型 40% 24 その他 40%




A B C D F G H J K L M N O S W AB その他 合計
1 8 8 2 2 7 18 2 4 1 2 2 1 2 3 1 1 6 70
A C F G I K S AB その他
2 1 1 4 4 3 5 1 1 3 23
A B C F G H J K L M N T W AB AC AD その他
7 4 4 1 1 7 2 2 1 1 1 3 1 3 3 1 2 4 41
A F G L N O R V Z AA AC
12 1 1 1 2 1 1 2 1 1 1 1 13
A B F G I K O S W AA AB その他
20 3 4 3 5 1 2 1 2 1 1 4 27
表 7 歩道形状と取付け道路の組み合わせ 
表 9 歩道形状と領域面積 
表 8 歩道形状の比較 










1 3 6 16 9 17 11 62 10 40 13 4 1 2 70
2 4 7 11 22 1 2 3 6 1 10 23
3 2 1 2 5 2 1 1 1 5
4 1 1 1 1
5 1 1 1 1
6 0 0
7 2 3 9 10 12 1 37 1 20 11 7 2 41
8 0 0
9 1 1 2 1 1 1 3
10 2 7 2 11 2 4 3 3 12
11 　 1 2 3 2 1 3
12 2 5 2 1 10 7 3 1 2 13
13 2 1 3 2 2 4
14 1 1 1 2 3
15 1 1 1 3 1 1 1 3
16 1 1 4 2 3 11 1 5 5 1 12
17 2 2 4 2 10 2 4 4 10
18 1 1 1 3 1 3 4
19 1 3 1 5 1 5 6
20 4 5 9 9 27 7 6 4 4 6 27
21 2 2 1 1 2
22 3 1 4 1 1 1 1 4
23 2 2 1 1 2
24 その他 2 1 6 3 12 2 3 1 1 2 6 15
合計 9 18 44 40 79 47 237 31 100 54 35 11 33 264
※整備年代不明の4箇所を除く
整備年代 面積規模（㎡）
※整備年代不明 27 箇所を除く 
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しかし，整備年代では 2000～2015 年と 2015 年以降，面
















整備年代別にみると，20(広場型 3)の形式は 1975～90 年
代から見られるようになり,2015 年以降では,2 番目に多い
歩道形状であることがわかった． 
面積規模別にみると，0～2,000 ㎡から 4,000～6,000 ㎡ま
では 1(コの字型 1)が最も多い歩道形状であるが，6,000～


































交通省，2012 年 3 月． 
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